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まえがき 

本資料は，格納容器機器ドレンサンプが十分な強度を有することを確認するために実施する検定水圧試験及び評価の方法について記載したもので，

検定水圧試験の方法，検定圧力の計算方法及び判定基準により構成される。 

格納容器機器ドレンサンプの強度の評価は,発電用原子力設備規格（設計・建設規格ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１－2005/2007）（日本機械学会 2005 年 9

月及び 2007 年 9 月）（以下「設計・建設規格」という。）に定めるクラス３容器の設計の規格 PVD-3010 クラス２容器の規定を準用する項の規定に基

づき、クラス２容器の設計の規格 PVC-3020 検定水圧による設計を適用し，検定水圧試験を実施することにより，最高使用圧力が検定水圧試験で求

めた検定圧力以下であることを確認する。 

 

評価条件整理表 

 

機器名 

既設 

or 

新設 

施設時の 

技術基準 

に対象と 

する施設 

の規定が 

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 

既工認に 

おける 

評価結果 

の有無 

施設時の 

評価規格 

評価区分 

同等性 

評価区分

評価 

クラス

クラス 

アップ 

の有無 

施設時

機器 

クラス

DB 

クラス

SA 

クラス

条件 

アップ

の有無

DB条件 SA条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

格納容器機器 

ドレンサンプ 
新設 無 － － DB-3 － 無 静水頭 105 － － － － 設計・建設規格 － DB-3 
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1. 測定方法及び測定条件 

(1) あらかじめ最も弱いと推定した箇所に選定した数個の点に抵抗線ひずみ計を貼り付ける。 

(2) サンプ内側に(5)で規定の水頭高さまで注水し、サンプのひずみ測定を行う。 

(3) ひずみ測定後、サンプ内側の水をすべて取り除く。 

(4) サンプ外側に(5)で規定の水頭高さまで注水し、サンプのひずみ測定を行う。 

(5) 測定条件は，下記とする。 

a. 圧  力（水圧）・・・・・静水頭 

b. 温  度 ・・・・・・・・常 温 

c. 水頭高さ ・・・・・・・・(2)の測定時：底板上面から 1007 mm 

      (4)の測定時：床面から 1000 mm 
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2. 測定箇所 

測定箇所は，添付図 1（ひずみ測定箇所及び全体図）に示し，測定箇所選定理由を表 3－1 に示

す。 

なお，測定箇所ＡからＩまで３軸ひずみを測定する。 

 

表 3－1 測定箇所選定理由 

測定箇所 選 定 理 由 

Ａ 水頭圧最大かつ形状変化の境界であり，応力が高いと推定される点。 

Ｂ 水頭圧最大かつ形状変化の境界であり，応力が高いと推定される点。 

Ｃ 水頭圧最大かつ形状変化の境界であり，応力が高いと推定される点。 

Ｄ 水頭圧最大かつ形状変化の境界であり，応力が高いと推定される点。 

Ｅ 水頭圧最大かつ形状変化の境界であり，応力が高いと推定される点。 

Ｆ 水頭圧最大かつ形状変化の境界であり，応力が高いと推定される点。 

Ｇ 形状変化の境界であり，応力が高いと推定される点。 

Ｈ 形状変化の境界であり，応力が高いと推定される点。 

Ｉ 穴の応力集中の影響が考えられる点。 
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3. 測定器 

(1) 抵抗線ひずみゲージ 

(2) デジタルひずみ測定器 

 

4. 試験結果のとりまとめ 

(1) ３軸ひずみに基づく主ひずみの算出 

ε1＝
1
2

 (εa＋εc)＋ (εa－εc)2＋(2･εb－εa－εc)2                        （5.1） 

ε2＝
1
2

 (εa＋εc)－ (εa－εc)2＋(2･εb－εa－εc)2                        （5.2） 

     

ここに， 

ε1，ε2 ：主ひずみ 

εa，εb，εc ：測定した a，b，cの各方向の

ひずみの読み。ただし，a，

c 方向が直交するものとす

る。a，b，c の位置関係は右

のとおりとする。 

 

(2) ３軸ひずみに基づく主応力の算出 

σ1＝
Ｅ

1-ν2
・（ε1＋ν・ε2）                                              （5.3） 

σ2＝
Ｅ

1-ν2
・（ε2＋ν・ε1）                                              （5.4） 

 

    ここに， 

σ1 ：主ひずみε1方向の主応力 (MPa) 

σ2 ：主ひずみε2方向の主応力 (MPa) 

ν ：ポアソン比 

Ｅ ：縦弾性係数 (MPa) 
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(3) 検定圧力の算出（設計・建設規格 PVC-3020 (2)） 

P＝
P0・S

σ0

                                                           （5.5） 

 

ここに， 

P ：検定圧力 (MPa) 

P0 ：予定する最高使用圧力に相当する水圧力 (MPa) 

S ：使用温度における材料の許容引張応力 (MPa) 

σ0 ：最も弱いと推定される箇所に生じた応力の値 (MPa) 

（σ0＝max  σ1 ， σ2  ） 

 

5. 判定基準 

サンプの最高使用圧力が，算出した検定圧力以下であること。 
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Ａ（反対側）

注：  印はひずみ測定位置を示す。 

Ｂ（反対側）
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ひずみ測定箇所及び全体図 


